
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 
貴重な先制点を挙げた馬込を

称える山中 

（撮影・東條貴史） 

 

 

 

 

 

7 月 6 日  1 8 ： 0 0  堺 Ｎ Ｓ Ｔ Ｃ 

駒大１   ０高知大 
（ 関東２代表）                      (四国代表) 

０－０ 

１－０ 

         
GK①岡 大生(4)      GK①片山裕登(3) 

DF②酒井隆介(4)              DF⑮赤木秀(2) 

DF④林堂 眞(3)              DF③斉藤友紀(4) 

DF⑥金 正也(4)              DF④山部晃(2) 

DF⑤山崎鉱吉(3)              DF⑥山岡正和(2) 

MF⑮笠井雄太(4)             MF⑦香川大樹(4) 

MF⑭碓井鉄平(1)             MF⑦西山巧真(3) 

(81 分⑲宮城雅史(2)     MF⑭芝野創太(4) 

MF⑦金久保 彩(4)       MF⑧酒井貴政(4) 

MF⑩田中信也(4)             (62 分⑫永野 覚(3)) 

FW⑨棗 佑喜(4)    FW⑪竹内宏次郎(3) 

（85 分⑳肝付将臣(3))  (67 分⑱福本圭(2)) 

FW⑫山本大貴(1)    FW⑩布施祐典(4) 

(69 分⑪湯澤洋介(2))  (79 分⑨大西徹(4)) 

 

[得点] 

[駒]50 分：棗(金久保) 

 

 

試
合
後
の
選
手
た
ち
の

表
情
は
一
回
戦
と
は
比
べ

物
に
な
ら
な
い
ほ
ど
明
る

か
っ
た
。
「
や
ら
れ
る
気

は
全
然
し
な
か
っ
た
」
と

金
主
将
は
振
り
返
っ
た
。

そ
れ
は
昨
年
、
同
大
会
準

優
勝
の
高
知
大
の
攻
撃
を

こ
と
ご
と
く
跳
ね
返
し
続

け
ら
れ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

序
盤
か
ら
相
手
の
攻
撃
に

苦
し
ん
だ
が
、
必
死
の
デ

ィ
フ
ェ
ン
ス
で
シ
ュ
ー
ト

を
打
た
せ
ず
に
決
定
的
な

チ
ャ
ン
ス
を
作
ら
せ
な

い
。
一
方
の
駒
大
は
、

２８
分
に
田
中
の
ク
ロ
ス

か
ら
、
山
本
が
合
わ
せ
て

ネ
ッ
ト
を
揺
ら
し
た
が
、

オ
フ
サ
イ
ド
の
判
定
で
惜

し
く
も
ノ
ー
ゴ
ー
ル
。
こ

の
ま
ま
押
し
込
ま
れ
た
印

象
で
前
半
を
終
え
る
。 

7 月 4 日  1 8 ： 0 0  堺 Ｎ Ｓ Ｔ Ｃ 

駒大３    １環太大  
（ 関東２代表）                      (中国代表) 

０－０ 

３－１ 

         

GK①岡 大生(4)    GK①植田峻佑(4) 

DF②酒井隆介(4)             DF②松永康佑(3) 

DF③林堂 眞(3)             DF○23河本尚宏(2) 

DF④亀井秀将(4)             DF⑫藪井 翼(3) 

DF ⑤山崎鉱吉(3)            DF○27片桐瑞貴(3) 

MF⑥金 正也(4)             (66 分⑧窪田和馬(3)) 

MF⑦金久保 彩(4)        MF⑦吉波毅願(3) 

MF⑧奥村 情(2)    MF○26斉藤和鹿(3) 

(73 分⑮笠井雄太(4)   (74 分⑭松本太郎(4)) 

MF⑪湯澤洋介(2)         MF⑤小林祐輝(4) 

FW⑨棗 佑喜(4)             (80 分⑪森永圭介(3)) 

(90 分⑩田中信也(4))  MF⑰藤本陽平(3) 

FW○23大塚涼太 (4)  FW○29原田昌一郎(4) 

(68 分⑳肝付将臣(3))  FW⑩森川龍成(4) 

  

[得点]          [得点] 

75 分：酒井(湯澤)    72 分：藤本（植田） 

76 分：棗(肝付) 

79 分：金久保 

 

 

 

そ
ん
な
な
か
、
試
合

が
動
い
た
の
は
、
５０
分

だ
っ
た
。
金
久
保
の
ロ

ン
グ
フ
ィ
ー
ド
に
抜
け

出
し
た
棗
が
「
ス
ペ
ー

ス
が
無
か
っ
た
の
で
」

と
鋭
い
切
り
返
し
で
Ｄ

Ｆ
を
か
わ
す
と
迷
わ
ず

左
足
を
振
り
抜
く
。
こ

の
シ
ュ
ー
ト
が
見
事
に

ゴ
ー
ル
ネ
ッ
ト
を
揺
ら

し
先
制
す
る
。 

そ
の
後
、
高
知
大
の

前
に
押
し
込
ま
れ
る
展

開
が
続
い
た
が
、
Ｃ
Ｂ

林
堂
、
ボ
ラ
ン
チ
笠
井

を
中
心
に
最
後
ま
で
粘

り
強
く
守
り
、
最
後
ま

で
相
手
の
攻
撃
を
跳
ね

返
し
続
け
た
駒
大
が
、

０４
年
以
来
の
ベ
ス
ト
４

へ
と
進
出
し
た
。 

（
西
山
裕
之
）  

「エンジンが入

ったのが先制さ

れ て か ら だ っ

た」岡田監督代

行は試合後こう

こぼした。 

 序盤から主導

権を握ったのは

地力に勝る駒大

だった。９分、

12 分と棗が裏に

抜け出しゴール

を予感させるシ

ュートを連発し

て放った。その

後もひたすら攻

め続けるも得点

できない時間が 

 

 
が長く続いた。この展開は一発カウンターに賭けていた環太

平洋大にとってはむしろ好都合といえた。72 分、環太平洋大

の唯一の攻め手であるカウンターからまさかの失点を喫して

しまった。この失点について金主将は「どこかに慢心があっ

た」と苦い表情を浮かべた。しかし、これで駒大はようやく

目が覚めた。わずか３分後の 75 分、酒井のゴールでまず同点

に追いつくとその１分後、肝付の落としから棗が右足を振り

抜き逆転ゴールを奪った。この一瞬の出来事に環太平洋大は

動揺の色を隠せない様子だった。さらに 78 分にも１点を加え

た駒大は苦しみながらも大事な初戦をモノにし２回戦に駒を

進めた。                   （田中幸生） 

 

決勝点を挙げ勝

利の立役者とな

った棗は、エー

スの仕事をきっ

ちりこなした 

持ち味のド

リブルから

再三に渡り

相手ＤＦを

かきまわし

た湯澤 


